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監
査
公
表
第
⚑
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
242条

第
⚕
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
松
林

俊
治
の
請
求
に
係
る
監
査
を
執
行
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

令
和
⚓
年
⚑
月
⚘
日

山
口
県
監
査
委
員

二
木
健
治

同
石
丸
典
子

同
小
田
正
幸

同
木
村

進

第
⚑
監
査
の
請
求

山
口
市
吉
敷
中
東
一
丁
目
⚙
番
11号

松
林
俊
治
か
ら
次
の
と
お
り
監
査
の
請
求
が
あ
っ
た
。

山
口
県
職
員
に
関
す
る
措
置
請
求
の
要
旨

山
口
県
知
事
村
岡
嗣
政
氏
（
以
下
「
知
事
」
と
い
う
。
）
が
、
2020年

（
令
和
⚒
年
）
⚙
月
23日

か
ら
10月

23日
ま
で
県
庁
内
で
開
催
し
た
「
山
口
県
の
総
理
大
臣
展
」
（
以
下
「
総
理
大
臣
展
」
と
い

う
。
）
は
、
「
県
民
の
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
一
層
高
め
る
機
会
」
を
目
的
と
し
て
、
山

口
県
ゆ
か
り
の
⚘
人
の
総
理
大
臣
の
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
、
総
理
大

臣
展
に
係
る
公
金
の
支
出
は
不
当
で
あ
る
の
で
、
知
事
は
支
出
し
た
1,958,000円

を
山
口
県
に
対
し

て
賠
償
す
る
こ
と
。

⚑
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
選
定
基
準
に
つ
い
て

山
口
県
ゆ
か
り
の
⚘
人
の
総
理
大
臣
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
、
山
口
県
と
し
て
の
独
自
の
選
定
基

準
は
な
く
、
総
理
大
臣
の
出
身
地
を
、
原
則
と
し
て
、
戦
前
は
「
出
生
地
」
を
、
戦
後
は
「
選
挙

区
」
を
記
載
し
て
い
る
首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、

山
口
県
生
ま
れ
で
な
く
、
山
口
県
で
成
長
し
た
こ
と
も
な
い
安
倍
晋
三
氏
が
山
口
選
挙
区
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
山
口
県
宇
部
市
で
生
ま

れ
、
宇
部
市
内
の
小
中
学
校
、
高
校
で
学
び
成
長
し
た
菅
直
人
氏
は
、
東
京
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
で
は
な
い
と
除
外
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
選
定
基
準
は
、
山
口
県
民
感
情
か
ら
見
て
妥
当
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
公
平
・
公
正
で
は
な

い
恣
意
的
な
も
の
と
思
慮
す
る
。

⚒
憲
法
第
94条
と
の
観
点

憲
法
第
94条

は
、
地
方
公
共
団
体
が
国
家
か
ら
独
立
し
て
団
体
自
治
を
行
う
理
念
を
具
体
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
が
公
共
事
業
を
行
っ
た
り
、
地
方
税
を
集
め
る
な
ど
、
広
く
地
方
行
政

の
事
務
を
独
自
に
執
行
で
き
る
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
口
県
が
今
回
開
催
し
た
総
理
大

臣
展
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
氏
の
退
任
を
」
理
由
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
は
、
公
権
力
者
の
出
処
進
退
に
迎
合
し
た
政
治
的
な
行
為
で
あ
り
、
憲
法
第
94条

か
ら
逸
脱
し
た

地
方
行
政
事
務
と
言
え
る
。

第
⚒
監
査
の
結
果

上
記
の
監
査
請
求
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
を
次
の
と
お
り
請
求
人
宛
て
通
知
し
た
。

令
⚒
山
監
査
第
83
号

令
和
⚓
年
（
2021年

）
⚑
月
⚘
日

松
林
俊
治
様

山
口
県
監
査
委
員

山
口
県
職
員
措
置
請
求
に
つ
い
て
（
通
知
）

令
和
⚒
年
11月

11日
に
請
求
の
あ
り
ま
し
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律

第
67号

。
以
下
「
自
治
法
」
と
い
う
。
）
第
242条

第
⚕
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
を
執
行
し
ま
し

た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
下
記
の
と
お
り
通
知
し
ま
す
。

記
⚑
請
求
の
受
理

こ
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
形
式
的
要
件
を
具
備
し
て
い
る
と
認
め
、
令
和
⚒
年
11月

25日
に
請
求
を
受
理
し
た
。

⚒
要
件
審
査

⑴
損
害
額
の
特
定
に
つ
い
て
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請
求
の
要
旨
に
お
い
て
、
請
求
人
は
「
公
金
の
支
出
は
不
当
で
あ
る
の
で
、
知
事
は
支
出
し
た

1,958,000円
を
山
口
県
に
対
し
て
賠
償
す
る
こ
と
。
」
と
記
載
し
、
委
託
金
額
が
1,958,000円

の
契
約
締
結
伺
の
写
し
を
、
事
実
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
提
出
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
損
害
が
生
じ
て
い
る
か
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳
述
・
監
査
の
過
程
に
お
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

⚓
監
査
の
実
施

⑴
請
求
人
の
陳
述

請
求
人
に
対
し
、
自
治
法
第
242条

第
⚗
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
⚒
年
11月

30日
に
証
拠

の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
請
求
人
か
ら
陳
述
が
行
わ
れ
た
。

陳
述
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
総
理
大
臣
展
の
開
催
に
つ
い
て

❞
山
口
県
は
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
総
理
大
臣
の
出
身
地
は
原
則
と
し
て
、
戦
前

は
『
出
生
地
』
を
、
戦
後
は
『
選
挙
区
』
を
記
載
し
た
」
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
に
従
う
合
理
性
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

2020年
（
令
和
２
年
）
⚙
月
12日

付
け
河
北
新
報
山
形
版
で
は
、
「
内
閣
広
報
室
担
当
者

は
、
『
戦
前
は
選
挙
を
経
て
い
な
い
首
相
が
多
く
、
戦
後
は
民
主
的
な
選
挙
を
実
施
し
て
い

る
。
区
別
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
詳
細
は
確
認
で
き
な
い
。
一
般
論
で
は
あ
る
が
、
出
身
地

は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
の
で
、
決
ま
っ
た
ル
ー
ル
と
い
う
よ
り
適
宜
、
適
切
に

判
断
す
る
』
と
答
え
た
。
」
と
報
道
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
が
言
う
「
戦
後
は
『
選
挙

区
』
を
記
載
し
た
」
こ
と
に
特
に
根
拠
や
合
理
性
、
正
当
性
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な

基
準
で
行
う
展
示
に
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
正
当
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

❟
昨
年
に
続
き
総
理
大
臣
展
を
行
う
動
機
が
、
内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
氏
の
退
任
で
あ
る

こ
と
は
、
安
倍
晋
三
氏
は
総
理
大
臣
を
退
任
し
て
も
⚑
年
以
内
に
は
選
挙
が
行
わ
れ
る
現
職

衆
議
院
議
員
で
あ
り
、
今
回
の
展
示
事
業
が
安
倍
晋
三
氏
の
選
挙
に
利
す
る
も
の
に
な
る
こ

と
が
十
分
考
え
ら
れ
、
様
々
な
支
持
政
党
を
持
つ
県
民
の
税
金
を
使
っ
て
行
う
事
業
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
。

❠
今
後
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
県
民
の
意
識
や
感
情
も
踏
ま

え
、
宇
部
市
出
身
の
菅
直
人
氏
も
加
え
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

イ
総
理
大
臣
展
の
事
業
費
1,958,000円

が
不
当
な
支
出
で
あ
る
こ
と
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て

❞
憲
法
第
94条

を
具
現
化
す
る
公
務
員
に
は
、
憲
法
第
15条

第
２
項
で
「
す
べ
て
の
公
務
員

は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
公
務
員
は
国
民
全
体
の
利
益
の
た
め
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
国
民
の
中
の
一
部

の
者
、
例
え
ば
一
党
派
や
一
部
の
社
会
勢
力
な
ど
の
利
益
の
た
め
に
奉
仕
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
日
本
国
憲
法
を
具
現
化
す
る
基
盤
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
憲
法
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
「
総
理
大
臣
展
」
の
実
施
に
、
公
平
・
公
正

な
根
拠
も
正
当
性
も
な
く
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
べ
き
山
口
県
知
事
の
公
務
員
と
し
て
の

義
務
を
怠
っ
て
い
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

❟
2020年

（
令
和
⚒
年
）
⚙
月
24日

付
け
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
新
藤
宗
幸
千
葉
大
学
名

誉
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
「
安
倍
氏
は
現
職
の
衆
院
議
員
で
、
来
秋
ま
で
に
衆
院
選
が
予
定
さ

れ
て
い
る
中
、
政
治
色
が
強
す
ぎ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
県
費
を
使
っ
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
多
様
な
政
治
信
条
を
持
っ
た
住
民
全
体
を
見
据
え
る
こ
と
。
特

定
の
政
治
家
や
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
な
施
策
は
慎
む
べ
き
だ
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

総
理
大
臣
展
の
開
催
期
間
に
県
庁
に
寄
せ
ら
れ
た
41件

の
意
見
の
う
ち
30件

は
批
判
の
意
見

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
べ
き
山
口
県
知
事
が
、
一
党
一
派
に
偏

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
今
回
の
展
示
事
業
は
認
め
ら
れ
な
い
。

❠
展
示
内
容
を
見
る
と
、
他
の
歴
代
総
理
大
臣
と
比
較
し
て
現
職
衆
議
院
議
員
で
あ
る
安
倍

晋
三
氏
の
写
真
が
多
く
、
そ
の
写
真
も
安
倍
事
務
所
か
ら
借
り
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
民
主
的
な
行
政
も
公
平
な
行
政
も
存
在
せ
ず
、
一
部
政
党
や
特

定
の
政
治
家
、
そ
れ
も
現
職
に
忖
度
し
た
地
方
自
治
と
は
か
け
離
れ
た
行
政
の
姿
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
て
お
り
、
展
示
事
業
は
自
治
法
に
あ
る
「
民
主
的
に
し
て
能
率
的
な
行
政
の
確

保
」
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
法
に
あ
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
に
寄
与
し
た
成
果
が
な

く
、
明
ら
か
に
憲
法
第
92条

の
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
を
根
幹
と
す
る
憲
法
第
94条

か
ら
大

き
く
逸
脱
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、
知
事
が
行
っ
た
総
理
大
臣
展
は
不
当
な
支
出
で
あ
り
、
知
事
は
そ
の
事
業
費

1,958,000円
を
山
口
県
に
対
し
賠
償
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑵
監
査
請
求
の
趣
旨

監
査
に
当
た
っ
て
は
、
請
求
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
及
び
事
実
証
明
並
び
に
請
求
人
が
陳
述
し

た
内
容
に
基
づ
き
、
監
査
請
求
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
解
し
た
。

ア
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
選
定
に
つ
い
て

山
口
県
は
、
総
理
大
臣
展
で
紹
介
す
る
山
口
県
ゆ
か
り
の
⚘
人
の
総
理
大
臣
に
つ
い
て
、
歴

代
総
理
大
臣
の
出
身
地
を
、
原
則
と
し
て
、
戦
前
は
「
出
身
地
」
、
戦
後
は
「
選
挙
区
」
に
よ

り
記
載
し
て
い
る
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
を
基
準
と
し
て
選
定
し
て
い
る
が
、
そ
こ

に
合
理
性
や
正
当
性
は
な
く
、
県
民
の
思
い
か
ら
す
る
と
、
公
平
・
公
正
を
欠
く
恣
意
的
な
も

の
で
あ
る
と
思
慮
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
さ
れ
た
⚘
人
の
総
理
大
臣
を
対
象

と
し
た
総
理
大
臣
展
の
開
催
に
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
正
当
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

今
後
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
県
民
の
意
識
や
感
情
も
踏
ま

え
、
宇
部
市
出
身
の
菅
直
人
氏
も
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
憲
法
第
94条
か
ら
逸
脱
し
た
地
方
行
政
事
務
に
つ
い
て
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安
倍
晋
三
氏
の
総
理
大
臣
退
任
を
機
に
総
理
大
臣
展
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
安
倍
氏
が
ま
だ

現
職
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
⚑
年
以
内
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
利
す
る
こ
と
に
な

り
、
総
理
大
臣
展
は
特
定
の
政
治
家
や
政
党
を
支
持
す
る
た
め
の
政
治
的
な
事
業
で
あ
る
。

一
党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
の
総
理
大
臣
展
の
開
催
は
、
公
平
・
公
正
な
根
拠

も
正
当
性
も
な
く
、
憲
法
第
94条

の
地
方
行
政
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
で
あ
る
と
言
え

る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
知
事
が
行
っ
た
総
理
大
臣
展
は
不
当
な
事
業
で
あ
り
、
そ
の
開
催
に
係

る
経
費
は
不
当
な
支
出
で
あ
る
た
め
、
知
事
は
そ
の
事
業
費
1,958,000円

を
山
口
県
に
対
し
賠

償
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑶
監
査
の
対
象
事
項

監
査
請
求
の
趣
旨
を
前
述
の
よ
う
に
解
し
、
監
査
の
対
象
事
項
を
次
の
項
目
と
し
た
。

ア
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
選
定
に
つ
い
て

山
口
県
ゆ
か
り
の
⚘
人
の
総
理
大
臣
の
出
身
地
を
、
原
則
と
し
て
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
に
基
づ
き
開
催
し
て
い
る
こ
と
の
合
理
性
や
正
当
性

イ
憲
法
第
94条
か
ら
逸
脱
し
た
地
方
行
政
事
務
に
つ
い
て

安
倍
晋
三
氏
の
総
理
大
臣
退
任
を
機
に
総
理
大
臣
展
を
開
催
し
た
こ
と
が
、
特
定
の
政
治
家

や
政
党
を
支
持
す
る
た
め
の
事
業
と
な
り
、
公
平
・
公
正
な
根
拠
も
正
当
性
も
な
い
憲
法
第
94

条
か
ら
逸
脱
し
た
地
方
行
政
事
務
で
あ
る
か

⑷
監
査
の
実
施

当
該
事
業
を
所
管
す
る
山
口
県
総
合
企
画
部
政
策
企
画
課
を
対
象
に
し
て
監
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、
確
認
さ
れ
た
事
実
及
び
請
求
に
対
す
る
県
の
主
張
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
総
理
大
臣
展
に
つ
い
て

❞
確
認
さ
れ
た
事
実

ａ
総
理
大
臣
展
の
概
要
に
つ
い
て

安
倍
総
理
大
臣
の
退
任
を
機
に
、
下
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
業
名
：
山
口
県
の
総
理
大
臣
展

開
催
目
的
：
本
県
が
輩
出
し
た
⚘
人
の
総
理
大
臣
の
業
績
や
ゆ
か
り
の
地
の
紹
介
を

通
じ
て
、
県
民
の
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
一
層
高
め
る
機

会
と
す
る
。
（
伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
、
桂
太
郎
、
寺
内
正
毅
、
田
中

義
一
、
岸
信
介
、
佐
藤
榮
作
、
安
倍
晋
三
）

開
催
期
間
：
令
和
⚒
年
⚙
月
23日

㈬
か
ら
10月

23日
㈮
（
土
日
も
開
催
、
開
催
初
日

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
）

開
催
場
所
：
県
庁
⚑
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

展
示
内
容
：
①
ウ
エ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
（
Ｗ
1800㎜

×
Ｈ
3000㎜

）

②
挨
拶
パ
ネ
ル
（
Ｗ
900㎜

×
Ｈ
2100㎜

×
⚓
面
(三
角
柱
)：
パ
ネ
ル

⚑
枚
目
は
事
業
名
、
パ
ネ
ル
⚒
枚
目
は
知
事
あ
い
さ
つ
、
パ
ネ
ル
⚓

枚
目
は
県
議
会
議
長
あ
い
さ
つ
）

③
安
倍
総
理
在
職
日
数
歴
代
最
長
ま
で
の
歩
み
紹
介
パ
ネ
ル
（
Ｗ

3000㎜
×
Ｈ
2400㎜

×
⚓
枚
：
写
真
108枚

、
歴
代
総
理
大
臣
の
在

職
日
数
上
位
10者
紹
介
：
写
真
⚒
枚
）

④
⚘
人
の
総
理
大
臣
ゆ
か
り
の
地
紹
介
パ
ネ
ル
（
Ｗ
4500㎜

×
Ｈ

1700㎜
：
一
般
社
団
法
人
山
口
県
観
光
連
盟
資
料
提
供
に
よ
る
各
総

理
大
臣
の
ゆ
か
り
の
地
、
施
設
等
紹
介
）

⑤
８
人
の
総
理
大
臣
の
経
歴
等
紹
介
パ
ネ
ル
（
Ｗ
900㎜

×
Ｈ
2100㎜

×
⚓
面
(三
角
柱
)×
⚘
人
：
パ
ネ
ル
⚑
枚
目
は
肖
像
写
真
⚑
枚
、
パ

ネ
ル
⚒
枚
目
は
経
歴
、
パ
ネ
ル
⚓
枚
目
は
年
譜
掲
載
、
安
倍
総
理
大

臣
分
は
年
譜
に
写
真
12枚
）

⑥
山
口
県
の
歴
史
と
総
理
大
臣
年
譜
パ
ネ
ル
（
Ｗ
6300㎜

×
Ｈ

2700㎜
：
文
字
の
み
）

主
催
：
山
口
県

後
援
：
山
口
県
議
会
、
山
口
県
市
長
会
、
山
口
県
市
議
会
議
長
会
、
山
口
県
町

村
会
、
山
口
県
町
議
会
議
長
会

そ
の
他
：
Ａ
⚔
サ
イ
ズ
の
チ
ラ
シ
1,500枚

が
作
成
さ
れ
、
県
内
の
⚗
県
民
局
及

び
総
理
大
臣
展
会
場
に
備
え
置
き

ｂ
過
去
に
開
催
さ
れ
た
総
理
大
臣
展
の
概
要
に
つ
い
て

過
去
に
⚓
回
、
同
様
の
総
理
大
臣
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
下
記

の
と
お
り
確
認
し
た
。

⒜
平
成
18年
10月
⚖
日
か
ら
10月
29日

事
業
名
：
⚘
人
の
宰
相
展

開
催
場
所
：
旧
県
議
会
議
事
堂

参
考
：
安
倍
首
相
就
任
（
第
⚑
期
）
を
機
に
開
催

⒝
平
成
25年
⚑
月
15日
か
ら
⚒
月
⚓
日

事
業
名
：
山
口
県
の
総
理
大
臣
展

開
催
場
所
：
旧
県
議
会
議
事
堂

参
考
：
安
倍
首
相
就
任
（
第
⚒
期
）
を
機
に
開
催

🄒
令
和
元
年
12月
⚒
日
か
ら
12月
27日

事
業
名
：
山
口
県
の
総
理
大
臣
展

開
催
場
所
：
県
庁
⚑
階
ロ
ビ
ー

二
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参
考
：
安
倍
首
相
通
算
在
職
日
数
歴
代
最
長
達
成
を
機
に
開
催

❟
県
の
主
張

ａ
開
催
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

山
口
県
が
人
口
減
少
な
ど
様
々
な
諸
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
山
口
県
の
活
力
を
高

め
て
い
く
た
め
に
は
、
県
民
に
山
口
県
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
山

口
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
山
口

県
の
総
理
大
臣
展
を
は
じ
め
、
明
治
維
新
で
活
躍
し
た
偉
人
た
ち
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

の
開
催
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
時
機
を
捉
え
て
実
施
し
て
き
た
。

今
回
も
こ
う
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
知
事
協
議
に
て
開
催
の
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

ｂ
総
理
大
臣
展
の
趣
旨
に
つ
い
て

本
県
は
全
国
最
多
と
な
る
⚘
人
の
総
理
大
臣
を
輩
出
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
歴
史
に
つ

い
て
県
民
の
皆
様
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
歴
代
総
理
大
臣
の
功
績
や
ゆ
か

り
の
地
の
紹
介
等
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
で
あ
る
。

ｃ
安
倍
総
理
大
臣
の
退
任
を
機
に
開
催
し
た
理
由
に
つ
い
て

安
倍
総
理
大
臣
が
、
総
理
大
臣
在
職
連
続
日
数
の
歴
代
最
長
を
達
成
さ
れ
、
ま
た
、
総

理
大
臣
退
任
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
総
理
大
臣
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
来
場
者
が
見
込
め
る
等
、
事
業
効
果
が
最
も
発

揮
で
き
る
機
会
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
安
倍
総
理
大
臣
の
退
任
直
後
の
開
催
と
し
た
。

ｄ
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
選
定
に
つ
い
て

本
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
に
つ
い
て
は
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い

る
歴
代
総
理
大
臣
の
出
身
地
に
よ
り
選
定
し
て
い
る
。
首
相
官
邸
で
は
総
理
大
臣
の
出
身

地
を
原
則
と
し
て
、
戦
前
は
「
出
生
地
」
、
戦
後
は
「
選
挙
区
」
と
し
て
い
る
が
、
公
表

に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
広
報
室
が
大
臣
秘
書
官
等
を
通
じ
て
本
人
に
確
認
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
同
広
報
室
に
確
認
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
出
身
地
は
本
人
の

認
識
と
一
致
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
情
報
を
選
定
の
基

準
と
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。

ｅ
総
理
大
臣
展
の
評
価
及
び
成
果
に
つ
い
て

今
回
の
総
理
大
臣
展
で
は
、
令
和
元
年
12月

に
開
催
し
た
前
回
の
総
理
大
臣
展
（
以
下

「
前
回
総
理
大
臣
展
」
と
い
う
。
）
の
来
場
者
数
3,484人

を
上
回
る
4,634人

の
来
場
を

い
た
だ
い
た
。

電
話
や
メ
ー
ル
等
で
41件

の
意
見
を
受
け
、
そ
の
う
ち
30件

は
開
催
に
批
判
的
な
意
見

で
あ
っ
た
が
、
来
場
し
た
多
く
の
方
が
総
理
大
臣
展
の
チ
ラ
シ
を
記
念
に
持
ち
帰
っ
た

り
、
「
故
郷
か
ら
こ
れ
だ
け
の
総
理
大
臣
が
出
て
誇
ら
し
く
思
う
。
」
と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
く
な
ど
、
概
ね
開
催
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ｆ
憲
法
第
94条
と
の
関
係
に
つ
い
て

憲
法
第
94条

は
、
地
方
行
政
事
務
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
何
ら
定
め
て
お
ら
ず
、

総
理
大
臣
展
の
開
催
が
こ
の
条
文
を
逸
脱
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
た
び
の
総
理
大
臣
展
は
、
安
倍
前
総
理
大
臣
だ
け
で
は
な
く
、
山
口
県
ゆ
か
り
の

歴
代
総
理
大
臣
の
歴
史
や
業
績
、
ゆ
か
り
の
地
等
の
紹
介
を
通
じ
て
、
県
民
の
郷
土
へ
の

誇
り
や
愛
着
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
安
倍
前
総
理
大
臣
の
写

真
が
他
の
歴
代
総
理
大
臣
の
も
の
よ
り
多
い
の
は
、
総
理
大
臣
の
公
務
を
紹
介
す
る
た
め

で
あ
っ
て
、
一
部
の
政
党
や
特
定
の
政
治
家
を
取
り
上
げ
る
趣
旨
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

地
方
行
政
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。

イ
予
算
措
置
に
つ
い
て

❞
確
認
さ
れ
た
事
実

令
和
⚒
年
⚙
月
⚙
日
に
、
総
理
大
臣
展
に
係
る
予
算
1,958,000円

に
つ
い
て
、
総
務
部

財
政
課
よ
り
、
款
）
総
務
費

項
）
総
務
管
理
費

目
）
一
般
管
理
費

節
）
委
託
料
と
し

て
、
配
当
替
え
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
令
和
⚒
年
⚙
月
⚙
日
訓
第
170号

配
当

替
調
書
に
よ
り
確
認
し
た
。

❟
県
の
主
張

過
去
に
開
催
さ
れ
た
総
理
大
臣
展
に
つ
い
て
も
、
今
回
と
同
様
に
、
年
度
途
中
の
配
当
替

え
に
よ
り
い
ず
れ
も
一
般
管
理
費
と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
必
要
な
予
算
を
し
っ
か
り
確
保
し
た
上
で
、
県
政
の
課
題

に
対
応
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
予
算
が
措
置
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
高
め
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
人
口
減
少
対
策
に
も

資
す
る
有
意
義
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ウ
委
託
契
約
に
つ
い
て

❞
確
認
さ
れ
た
事
実

ａ
契
約
締
結
に
つ
い
て

執
行
伺
（
令
和
⚒
年
⚙
月
10日

決
裁
）
、
競
争
入
札
等
審
査
会
（
令
和
⚒
年
⚙
月
10日

決
裁
）
、
業
者
選
定
伺
（
令
和
⚒
年
⚙
月
11日

決
裁
）
、
契
約
締
結
伺
（
令
和
⚒
年
⚙
月

16日
決
裁
）
、
契
約
締
結
（
令
和
⚒
年
⚙
月
16日

契
約
締
結
）
、
令
和
⚒
年
度
契
約
締
結

状
況
（
令
和
⚒
年
10月

20日
公
表
）
に
よ
り
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

ｂ
委
託
料
支
出
に
つ
い
て

検
査
職
員
任
命
伺
（
令
和
⚒
年
10月

⚒
日
決
裁
）
、
業
務
委
託
検
査
調
書
（
令
和
⚒
年
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10月
25日

検
査
）
、
業
務
委
託
検
査
報
告
書
（
令
和
⚒
年
10月

25日
報
告
）
、
支
出
負
担

行
為
状
況
（
令
和
⚒
年
⚙
月
29日

支
出
負
担
行
為
登
録
）
、
支
出
状
況
（
令
和
⚒
年
11月

⚙
日
支
出
登
録
、
11月

16日
支
払
）
に
よ
り
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

❟
県
の
主
張

ａ
随
意
契
約
に
つ
い
て

総
理
大
臣
展
開
催
に
係
る
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
経
費
削
減
を
図
る
た
め
、
前
回
総
理

大
臣
展
の
際
に
委
託
業
者
が
作
成
し
、
県
が
著
作
権
を
保
有
す
る
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ
の
活

用
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
著
作
権
法
（
昭
和
45年

法
律
第
48号

）
上
、
当
該
デ
ー
タ
の
加

工
は
当
時
の
委
託
業
者
の
み
が
行
え
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
業
者
を
選
定
し
随
意
契
約
を

行
っ
た
。

ｂ
経
費
節
減
に
つ
い
て

経
費
削
減
を
図
る
た
め
、
前
回
総
理
大
臣
展
で
実
施
し
た
映
像
の
展
示
、
県
庁
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
円
柱
形
の
柱
を
活
用
し
た
掲
示
、
安
倍
晋
三
氏
の
等
身
大
立
ち
パ
ネ
ル

の
展
示
、
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
作
成
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

⚔
監
査
の
結
果

⚓
の
⑵
「
監
査
請
求
の
趣
旨
」
、
⚓
の
⑶
「
監
査
の
対
象
事
項
」
及
び
⚓
の
⑷
「
監
査
の
実
施
」

を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
判
断
す
る
。

ま
ず
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
選
定
に
つ
い
て
、
請
求
人
は
、
原
則
と
し
て
、
出
身
地
を

戦
前
は
出
生
地
、
戦
後
は
選
挙
区
と
し
て
い
る
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
基
準
を
適
用
し
て
い
る

こ
と
は
、
山
口
県
民
の
思
い
か
ら
す
る
と
公
平
・
公
正
で
は
な
く
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す

る
。こ
れ
に
つ
い
て
、
県
は
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
総
理
大
臣
の
出
身
地

は
、
前
記
の
原
則
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
公
表
に
当
た
り
、
本
人
に
確
認
を
し
た
後
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
出
身
地
は
本
人
の
認
識
と
一
致
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
。

一
般
的
に
、
政
府
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
事
項
は
、
国
民
の
偏
見
や
誤
解
が
生
じ
な
い

よ
う
、
必
要
な
注
意
を
払
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
総
理
大
臣
展
に
お
い
て
、
紹

介
す
る
総
理
大
臣
を
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
歴
代
総
理
大
臣
の
出
身
地
情

報
に
基
づ
き
選
定
し
た
県
の
判
断
が
、
合
理
性
や
正
当
性
を
欠
く
と
は
言
え
な
い
。

次
に
、
安
倍
晋
三
氏
の
総
理
大
臣
退
任
を
機
に
開
催
し
て
い
る
こ
と
が
、
憲
法
第
94条

か
ら
逸
脱

し
た
地
方
行
政
事
務
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
請
求
人
は
、
安
倍
晋
三
氏
の
総
理
大
臣
退
任
を
機
に
総

理
大
臣
展
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
安
倍
氏
が
ま
だ
現
職
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
⚑
年
以

内
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
利
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
理
大
臣
展
は
特
定
の
政
治
家
や
政
党
を
支
持
す
る

た
め
の
政
治
的
な
事
業
で
あ
る
と
し
、
総
理
大
臣
展
の
開
催
は
公
権
力
者
の
出
処
進
退
に
迎
合
し
た

政
治
的
な
行
為
で
あ
り
、
憲
法
第
94条
を
逸
脱
す
る
も
の
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
県
は
、
憲
法
第
94条

は
、
地
方
行
政
事
務
の
具
体
的
な
範
囲
に
つ
い
て
何
ら
定

め
て
お
ら
ず
、
総
理
大
臣
展
の
開
催
が
こ
の
条
文
を
逸
脱
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
総
理
大

臣
展
の
開
催
目
的
は
、
全
国
最
多
の
⚘
人
の
総
理
大
臣
を
輩
出
し
て
い
る
山
口
県
の
歴
史
に
つ
い
て

県
民
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
歴
代
総
理
大
臣
の
功
績
や
ゆ
か
り
の
地
の
紹
介
等
を
通

じ
て
、
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
高
め
る
た
め
と
し
、
安
倍
総
理
大
臣
の
退
任
を
機
に
開

催
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
民
の
間
で
総
理
大
臣
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
よ

り
多
く
の
来
場
が
見
込
め
る
等
、
最
も
事
業
効
果
が
高
ま
る
機
会
で
あ
っ
た
た
め
と
す
る
。
ま
た
、

安
倍
前
総
理
大
臣
の
写
真
が
他
の
歴
代
総
理
大
臣
の
も
の
よ
り
多
い
の
は
、
総
理
大
臣
の
公
務
を
紹

介
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
一
部
の
政
党
や
特
定
の
政
治
家
を
取
り
上
げ
る
趣
旨
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
今
回
の
総
理
大
臣
展
の
開
催
が
、
地
方
行
政
事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
認

め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

憲
法
第
94条

に
お
い
て
は
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
財
産
を
管
理
し
、
事
務
を
処
理
し
、
及
び

行
政
を
執
行
す
る
権
能
を
有
し
、
法
律
の
範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
団
体
自
治
に
関
わ
る
規
定
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
権
能
（
地
方
自
治

権
）
に
属
す
べ
き
事
項
を
抽
象
的
・
概
括
的
に
例
示
し
、
地
方
公
共
団
体
の
自
治
行
政
権
と
自
治
立

法
権
の
権
能
を
保
障
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
、
当
該
地
域
の
行
政
を

自
立
的
に
運
営
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

総
理
大
臣
展
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
自
治
の
下
、
総
理
大
臣
と
い
う
公
職
へ
の
県
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
時
期
を
捉
え
、
人
口
減
少
な
ど
の
山
口
県
を
取
り
巻
く
行
政
課
題
の
改

善
に
資
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
山
口
県
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
の
業
績
や
ゆ
か
り
の
地
の
紹
介
を

通
じ
て
、
県
民
の
ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
高
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で

き
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
第
94条
か
ら
逸
脱
し
た
地
方
行
政
事
務
と
は
言
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
口
県
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
と
す
る
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由

が
な
い
。

よ
っ
て
、
本
件
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
棄
却
す
る
。
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